
上田 豊（うえだ・ゆたか） 

1949 年山口県生れ。 

1973 年大阪芸術大学芸術学部音楽学科（作曲専攻）卒業。作曲を諸井誠、原加寿子氏

に師事。 

全国大学音楽教育学会顧問。全国大学音楽教育学会中・四国地区学会理事。（一社）

日本童謡協会作曲会員。現在吉備国際大学特任教授 

 

作品：弦楽三重奏曲「果因」、フルートとピアノのためのソナチネ、合唱組曲「吉備路

と私」、吹奏楽曲「祝典行進曲」、合唱曲「いのち」「あじさいのうた」、総社市の歌（総

社市委嘱作品）他。 

著書：『明日へ歌い継ぐ日本の子どもの歌 唱歌童謡 140 年の歩み』（共著）、『歌う、弾

く、表現する保育者になろう』（共著）（以上音楽之友社）、『楽しくなる音楽講座』（共

著 ATN）他。 

編曲：『楽しくア・カペラ 心にひびく思い出の歌』『楽しくア・カペラ ふれあいの歌』

『楽しくア・カペラ 仲間とハモる青春の想い出』（共著）（以上 KYODO-MUSIC）他。 

連絡先 

E-mail：pikopako5154@mx1.kct.ne.jp 

 

Fl.と Pf.のための三つの小品について 

 初演は、昭和 61 年に三木記念ホールで開催された安達雅彦フルートリサイタルに於

いてであった。しかし、この作品を書いたのは、その 3 年前くらいだったと思う。学生

時代よく聞いていた深夜の FM 番組で耳にしたエリック・サティのジムノペディ第 1 番

のⅠ7 とⅣ7 の反復によるシンプルな音の世界に魅せられ、その後も長七度の和音の美

しさがずっと耳に残っていた。この小品は、その記憶を形にしようと試みた作品です。 

 幸いにも、安達雅彦氏のフルートと芦田田鶴子氏のピアノにより世に出ることができ

ました。今も、氏の柔らかな音色が、作曲者が意図した長七度の響きを一層豊かな世界

へと昇華されてくれた感動が思い出されます。 

 拙い小品ですが、気軽に多くのフルートファンに取り上げて頂ければ幸いです。その

際は、連絡・著作権使用許可等は不要です。 
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